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課題名
６機械移植いぐさの加工特・性

機械移植栽培いぐさの材質と畳表の品質
分類 ②

試験研

究年次
６３～２年（完了）

Ｉ目的

機械移植栽培いぐさの加工特性を明らかにして、省力的な機:械移植栽培
技術改善の資料とする。

Ⅱ試験方法

１試料い草栽培研究室及び現'地で栽培されたいぐさの原草。
２試験区及び栽培概要
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注）正常株率は移植時に測定寸補植は場内、現地の1年②と２年④があり
2年③がなし

３調査方法

４畳表の品質
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1年の③は不明。

,茎の太さは１２０cm以上で選別したいぐさを、茎の太さ
布は１０５cm以上のいぐさを室温２０±１℃、湿度６５±３%の
恒湿室で根元から５５cm部分を測定。
：１２０cm以上で選別したいぐさで畳表を織りも観察評
価し、優劣を判定。
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移植栽培いぐさは手植栽培いぐさの加工特性とほぼ同じで、畳表
として可能である。ただし、栽培条1件等によって畳表の品質が低
ことがある

地

｡

産機械移植い

の場合、いぐさ

の太さが大きく

表の品質が劣る

ぐさで製織

の成熟茎割

て変動茎数
傾向にある

-した畳表では品質の劣るものがある
合が劣っている

◎

が大

０

◎

きい場合には、移植法にががわら



沈蓉割合及び砿

の３賑.軸．ｒ・茎の太さ@

－１１９－

衷弼ｆ
Ｅｒ

ｑＯＦ

Ⅲ‐８．咽品Ⅲ

③曜櫛

rl

L』

①箪砿鷲

３７．１』

王＝機巧、

、７．６ｌＣ

FHＲ･Ｃ

4fＨ７．９と

の万が侭

の中一Ｆ１２(】今Ｚゴ９ｍ

、憂駕乍守眉半１ｍ

１
４

の品質評１面は茎の太さ@

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
機械移植栽培技術改善のため､の資料とする。…
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Ⅵ今後の研究上の問題点一
・機械移植における正常株率が低い場合の栽培技術の確立。

:Ⅶ資料名

６２～元年度福岡県農業総合試験場筑後分場いぐさの加工に間する
試験成績書


